
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像供給装置と記録装置とが のプロトコルを用いて通信する通信システムに用いら
れる記録装置であって、
　前記記録装 実装された前記プロトコルを用いたアプリケーションによる通信手順

　

　
前記画像供給装置における 機能の有無を

する 手段と、
　前記 手段により された前記所定機能の有無に

制御手段と、
をすることを特徴とする記録装置。
【請求項２】
　

ことを特徴とする請求項１に記載の記録装置。
【請求項３】
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特定

置に に
より通信を行う通信手段と、

前記通信手段による通信の確立後、前記記録装置の機能情報を前記画像供給装置に送信
する機能情報送信手段と、

所定機能の有無を示す情報を前記画像供給装置から取得することができない場合に、前
記通信手段での通信内容に応じて、 前記所定 判定

判定
判定 判定 応じて、変更した機能情報を前記

機能情報送信手段により送信させる

前記制御手段は、前記判定手段により前記所定機能が無いと判定された場合は、前記通
信手段による通信を一度切断し、再接続して、変更した機能情報を前記機能情報送信手段
により送信させる

前記判定手段は、前記通信手段により前記画像供給装置から受信した記録ジョブに応じ



に記載の記録装置。
【請求項４】
　前記所定機能に関連するコマンドを前記画像供給装置に発行する 手段を

　

に記載の記録装置。
【請求項５】
　

【請求項６】
　

　

　

　

　

【請求項７】
　

【請求項８】
　

【請求項９】
　画像供給装置と記録装置とが のプロトコルを用いて通信する通信システムに用いら
れる画像供給装置であって、
　前記記録装 実装された前記 のプロトコルを用いたアプリケーションによる通信
手順の確立後、前記記録装置の機能情報を受信する受信手段と、
　前記通信手順での通信内容に応じて、前記機能情報に記述されていない、前記記録装置
における所定機能の有無を する 手段と、
　前記 手段により された前記所定機能の有無に

制御手段と、
を有することを特徴とする画像供給装置。
【請求項１０】
　

【請求項１１】
　

【請求項１２】
　画像供給装置と記録装置とが のプロトコルを用いて通信する通信システムに用いら
れる記録装置 制御方法であって、
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て、前記画像供給装置における前記所定機能の有無を判定することを特徴とする請求項１
又は２

コマンド発行 更
に有し、

前記判定手段は、前記コマンド発行手段によりコマンドを発行した後に受信したコマン
ドに応じて、前記画像供給装置における前記所定機能の有無を判定することを特徴とする
請求項１又は２

前記所定機能は、前記機能情報が変更したことを通知するための機能であることを特徴
とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の記録装置。

画像供給装置と記録装置とが特定のプロトコルを用いて通信する通信システムに用いら
れる記録装置であって、

前記記録装置に実装された前記特定のプロトコルを用いたアプリケーションによる通信
手順により通信を行う通信手段と、

前記通信手段による通信の確立後、前記記録装置の機能情報を前記画像供給装置に送信
する機能情報送信手段と、

前記通信手段での通信内容に応じて、前記画像供給装置における、前記機能情報が変更
したことを通知するための機能の有無を判定する判定手段と、

前記判定手段により判定された前記機能の有無に応じて、変更した機能情報を前記機能
情報送信手段により送信させる制御手段と、
を有することを特徴とする記録装置。

前記判定手段は、前記通信手段により受信した記録ジョブに応じて、前記機能の有無を
判定することを特徴とする請求項６に記載の記録装置。

前記判定手段は、前記機能情報送信手段により機能情報を送信した後に、前記画像供給
装置から機能情報の取得要求を受信したか否かに応じて前記機能の有無を判定することを
特徴とする請求項６に記載の記録装置。

特定

置に 特定

判定 判定
判定 判定 応じて、前記受信手段により機能

情報を再受信させる

前記判定手段は、前記通信手段で受信したコマンドに応じて、前記記録装置における前
記所定機能の有無を判定することを特徴とする請求項９に記載の画像供給装置。

前記所定機能は、前記機能情報が変更したことを通知するための機能であって、前記制
御手段は、前記判定手段により前記所定機能無しと判定された場合は、前記受信手段によ
り機能情報を再受信させることを特徴とする請求項９又は１０に記載の画像供給装置。

特定
の



　前記記録装 実装された前記 のプロトコルを用いたアプリケーションによる通信
手順の確立後、

　
の有無を

する 工程と、
　前記 工程で された前記

制御工程と、
をすることを特徴とする 制御方法。
【請求項１３】
　

【請求項１４】
　前記判定工程は、前 画像供給装置から受信した記録ジョブに応じて判定することを特
徴とする請求項１２又は１３に記載の記録装置の制御方法。
【請求項１５】
　

　

【請求項１６】
　

　

　

　

【請求項１７】
　前記判定工程は、前 画像供給装置から受信した記録ジョブに応じて、前記画像供給装
置における前記機能の有無を判定することを特徴とする請求項１６に記載の記録装置の制
御方法。
【請求項１８】
　

　

【請求項１９】
　画像供給装置と記録装置とが特定のプロトコルを用いて通信する通信システムに用いら
れる画像供給装置の制御方法であって、
　前記記録装置に実装された前記特定のプロトコルを用いたアプリケーションによる通信
手順の確立後、前記記録装置の機能情報を受信する受信工程と、
　前記通信手順での通信内容に応じて、前記機能情報に記述されていない、前記記録装置
における所定機能の有無を判定する判定工程と、

10

20

30

40

50

(3) JP 3919716 B2 2007.5.30

置に 特定
前記記録装置の機能情報を前記画像供給装置に送信する機能情報送信工程

と、
所定機能の有無を示す情報を前記画像供給装置から取得することができない場合に、前

記通信手順での通信内容に応じて、前記画像供給装置における前記所定機能 判定
判定

判定 判定 所定機能の有無に応じて、変更した機能情報を前記画像
供給装置に送信する

記録装置の

前記制御工程は、前記判定工程で前記所定機能無しと判定された場合は、前記通信手順
による通信を一度切断し、再接続して、変更した機能情報を前記画像供給装置に送信する
ことを特徴とする請求項１２に記載の記録装置の制御方法。

記

前記所定機能に関連するコマンドを前記画像供給装置に発行するコマンド発行工程を更
に有し、

前記判定工程は、前記コマンド発行工程でコマンドを発行した後に受信したコマンドに
応じて、前記所定機能の有無を判定することを特徴とする請求項１２又は１３に記載の記
録装置の制御方法。

画像供給装置と記録装置とが特定のプロトコルを用いて通信する通信システムに用いら
れる記録装置の制御方法であって、

前記記録装置に実装された前記特定のプロトコルを用いたアプリケーションによる通信
手順の確立後、前記記録装置の機能情報を前記画像供給装置に送信する機能情報送信工程
と、

前記通信手順での通信内容に応じて、前記画像供給装置における、前記機能情報が変更
したことを通知するための機能の有無を判定する判定工程と、

前記判定工程で判定された前記機能の有無に応じて、変更した機能情報を前記画像供給
装置に送信する制御工程と、
を有することを特徴とする記録装置の制御方法。

記

所定機能に関連するコマンドを前記画像供給装置に発行するコマンド発行工程を更に有
し、

前記判定工程は、前記コマンド発行工程で発行したコマンドに対して返送されたコマン
ドに応じて、前記画像供給装置における前記所定機能の有無を判定することを特徴とする
請求項１６に記載の記録装置の制御方法。



　前記判定工程で判定された前記所定機能 無に応じて、 機能情報を
再取得 る制御工程と、
を有することを特徴とする画像供給装置の制御方法。
【請求項２０】
　

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、デジタルカメラ等の画像供給装置と 記録装置及びその制御方法に関するも
のである。
【背景技術】
【０００２】
　近年、簡単な操作で画像を撮影し、その撮影した画像をデジタル画像データに変換でき
るデジタルカメラ（撮像装置）が広く使用されるようになってきている。このようなカメ
ラで撮影した画像を印刷して写真として使用する場合には、通常、一旦、その撮影された
デジタル画像データを、デジタルカメラからＰＣ（コンピュータ）に取り込み、そのＰＣ
で画像処理を行った後、そのＰＣからカラープリンタに出力して印刷するのが一般的であ
る。
【０００３】
　これに対して最近は、ＰＣを介することなく、直接、デジタルカメラからカラープリン
タにデジタル画像データを伝送して印刷できるカラープリントシステム（以降ダイレクト
印刷と称する）や、デジタルカメラに搭載され、その撮像した画像を記憶しているメモリ
カードを、直接、カラープリンタに装着し、そのメモリカードに記憶されている、撮影さ
れた画像を印刷できる、所謂フォトダイレクト（ＰＤ）プリンタ等も開発されている。
【０００４】
　このようなダイレクト印刷は、元々、同一メーカのカメラとプリンタとの間でのみ実現
できる機種限定の印刷機能であったが、近年、これら業界での標準化が進み、メーカの違
いに依らず、異なるメーカのカメラとプリンタとを接続してダイレクト印刷が行える環境
が整ってきた。
【０００５】
　また、このようなプリンタ装置は、上記説明したデジタルカメラ以外にも、例えば、携
帯電話やＰＤＡそれ以外にも各種デバイスからの画像データを受信して印刷することが考
えられ、またプリンタ自体の機能も種々であるため互いの機能情報の交換が行われる。
【特許文献１】特開２００３－０６１０３４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、このような機能情報の中には、互いに情報交換できない、例えば相手機
器が、そのような機能に関して全く考慮していないため、そのような機能情報を送信して
も、その相手機器がそれを理解できない場合がある。そのような場合には、その機能情報
発信した機器側では、その機能を相手機器がサポートしていないのか、或は通信のエラー
などにより、それに対する応答がないのかを判断できない。このため、このような自体が
発生した場合は、各機器は相手機器がその機能をサポートしているかどうかが不明なまま
で、画像データの転送および記録指示を行わなければならなくなる。
【０００７】
　この場合、例えば画像データを送信して印刷を依頼するカメラにおけるＵＩ表示が、実
際に相手機器であるプリンタが有している機能とは異なったものとなり、その印刷を行お
うとしているカメラのユーザは、意図した印刷結果が得られなくなるなどにより混乱をき
たす可能性がある。また、カメラからプリンタに対して、そのプリンタが有していない印
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の有 前記記録装置から
す

前記判定工程は、前記記録装置から受信したコマンドに応じて、前記所定機能の有無を
判定することを特徴とする請求項１９に記載の画像供給装置の制御方法。

、



刷機能を用いた印刷指示を与えてしまい、結果としてユーザの意図に合わない印刷結果が
得られてしまうという不具合が生じる可能性がある。
【０００８】
　本発明は上記従来例に鑑みてなされたもので、画像供給装置 記録装置が所定の機能
をサポートしているかどうかを判定し、その判定結果に基づいた処理を実行する記録装置
及び画像供給装置 その制御方法を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために本発明の記録装置は以下のような構成を備える。即ち、
　画像供給装置と記録装置とが のプロトコルを用いて通信する通信システムに用いら
れる記録装置であって、
　前記記録装 実装された前記プロトコルを用いたアプリケーションによる通信手順

　

　
前記画像供給装置における 機能の有無を

する 手段と、
　前記 手段により された前記所定機能の有無に

制御手段と、
をすることを特徴とする。
【００１０】
　上記目的を達成するために本発明の画像供給装置は以下のような構成を備える。即ち、
　画像供給装置と記録装置とが のプロトコルを用いて通信する通信システムに用いら
れる画像供給装置であって、
　前記記録装 実装された前記 のプロトコルを用いたアプリケーションによる通信
手順の確立後、前記記録装置の機能情報を受信する受信手段と、
　前記通信手順での通信内容に応じて、前記機能情報に記述されていない、前記記録装置
における所定機能の有無を する 手段と、
　前記 手段により された前記所定機能の有無に

制御手段と、
を有することを特徴とする。
【００１１】
　上記目的を達成するために本発明の は以下のような を備える。
即ち、
　

　

　

　

【００１２】
　上記目的を達成するために本発明の画像供給装置の制御方法は以下のような工程を備え
る。即ち、
　画像供給装置と記録装置とが特定のプロトコルを用いて通信する通信システムに用いら
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或は

と

特定

置に に
より通信を行う通信手段と、

前記通信手段による通信の確立後、前記記録装置の機能情報を前記画像供給装置に送信
する機能情報送信手段と、

所定機能の有無を示す情報を前記画像供給装置から取得することができない場合に、前
記通信手段での通信内容に応じて、 前記所定 判定

判定
判定 判定 応じて、変更した機能情報を前記

機能情報送信手段により送信させる

特定

置に 特定

判定 判定
判定 判定 応じて、前記受信手段により機能

情報を再受信させる

記録装置の制御方法 工程

画像供給装置と記録装置とが特定のプロトコルを用いて通信する通信システムに用いら
れる記録装置の制御方法であって、

前記記録装置に実装された前記特定のプロトコルを用いたアプリケーションによる通信
手順の確立後、前記記録装置の機能情報を前記画像供給装置に送信する機能情報送信工程
と、

所定機能の有無を示す情報を前記画像供給装置から取得することができない場合に、前
記通信手順での通信内容に応じて、前記画像供給装置における前記所定機能の有無を判定
する判定工程と、

前記判定工程で判定された前記所定機能の有無に応じて、変更した機能情報を前記画像
供給装置に送信する制御工程と、
をすることを特徴とする。



れる画像供給装置の制御方法であって、
　前記記録装置に実装された前記特定のプロトコルを用いたアプリケーションによる通信
手順の確立後、前記記録装置の機能情報を受信する受信工程と、
　前記通信手順での通信内容に応じて、前記機能情報に記述されていない、前記記録装置
における所定機能の有無を判定する判定工程と、
　前記判定工程で判定された前記所定機能 無に応じて、 機能情報を
再取得 る制御工程と、
を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、画像供給装置 記録装置が所定の機能をサポートしているかを判定
し、その判定結果に基づいた処理を実行できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、添付図面を参照して本発明の好適な実施例を詳細に説明する。
【実施例】
【００１５】
　図１は、本発明の実施例に係るフォトダイレクトプリンタ装置（以下、ＰＤプリンタ）
１０００の概観斜視図である。このＰＤプリンタ１０００は、ホストコンピュータ（ＰＣ
）からデータを受信して印刷する通常のＰＣプリンタとしての機能と、メモリカードなど
の記憶媒体に記憶されている画像データを直接読取って印刷したり、或いはデジタルカメ
ラやＰＤＡなどからの画像データを受信して印刷する機能を備えている。
【００１６】
　図１において、本実施例に係るＰＤプリンタ１０００の外殻をなす本体は、下ケース１
００１、上ケース１００２、アクセスカバー１００３及び排出トレイ１００４の外装部材
を有している。また、下ケース１００１は、ＰＤプリンタ１０００の略下半部を、上ケー
ス１００２は本体の略上半部をそれぞれ形成しており、両ケースの組合せによって内部に
後述の各機構を収納する収納空間を有する中空体構造をなし、その上面部及び前面部には
それぞれ開口部がされている。さらに、排出トレイ１００４は、その一端部が下ケース１
００１に回転自在に保持され、その回転によって下ケース１００１の前面部に形成される
開口部を開閉させ得るようになっている。このため、記録動作を実行させる際には、排出
トレイ１００４を前面側へと回転させて開口部を開成させることにより、ここから記録さ
れたシート（普通紙、専用紙、樹脂シート等を含む。以下単にシートとする）が排出可能
となると共に、排出されたシートを順次積載し得るようになっている。また排紙トレイ１
００４には、２枚の補助トレイ１００４ａ，１００４ｂが収納されており、必要に応じて
各トレイを手前に引き出すことにより、シートの支持面積を３段階に拡大、縮小させ得る
ようになっている。
【００１７】
　アクセスカバー１００３は、その一端部が上ケース１００２に回転自在に保持され、上
面に形成される開口部を開閉し得るようになっており、このアクセスカバー１００３を開
くことによって本体内部に収納されている記録ヘッドカートリッジ（不図示）或いはイン
クタンク（不図示）等の交換が可能となる。尚、ここでは特に図示しないが、アクセスカ
バー１００３を開閉させると、その裏面に形成された突起がカバー開閉レバーを回転させ
るようになっており、そのレバーの回転位置をマイクロスイッチなどで検出することによ
り、アクセスカバー１００３の開閉状態を検出し得るようになっている。
【００１８】
　また、上ケース１００２の上面には、電源キー１００５が設けられている。また、上ケ
ース１００２の右側には、液晶表示部１００６や各種キースイッチ等を備える操作パネル
１０１０が設けられている。この操作パネル１０１０の構造は、図２を参照して詳しく後
述する。１００７は自動給送部で、シートを装置本体内へと自動的に給送する。１００８
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は紙間選択レバーで、プリントヘッドとシートとの間隔を調整するためのレバーである。
１００９はカードスロットで、ここにメモリカードを装着可能なアダプタが挿入され、こ
のアダプタを介してメモリカードに記憶されている画像データを直接取り込んで印刷する
ことができる。このメモリカード（ＰＣ）としては、例えばコンパクトフラッシュ（登録
商標）メモリ、スマートメディア、メモリスティック等がある。１０１１はビューワ（液
晶表示部）で、このＰＤプリンタ１０００の本体に着脱可能であり、ＰＣカードに記憶さ
れている画像の中からプリントしたい画像を検索する場合などに、１コマ毎の画像やイン
デックス画像などを表示するのに使用される。１０１２は後述するデジタルカメラを接続
するためのＵＳＢ端子である。また、このＰＤ装置１０００の後面には、パーソナルコン
ピュータ（ＰＣ）を接続するためのＵＳＢコネクタが設けられている。
＜プリンタ操作部の概要説明＞
　図２は、本実施例に係るＰＤプリンタ１０００の操作パネル１０１０の概観図である。
【００１９】
　図において、液晶表示部１００６には、その左右に印刷されている項目に関するデータ
を各種設定するためのメニュー項目が表示される。ここに表示される項目としては、例え
ば、複数ある写真画像ファイルの内、印刷したい写真画像の先頭番号、指定コマ番号（開
始コマ指定／印刷コマ指定）、印刷を終了したい最後の写真番号（終了）、印刷部数（部
数）、印刷に使用するシートの種類（用紙種類）、１枚のシートに印刷する写真の枚数設
定（レイアウト）、印刷の品位の指定（品位）、撮影した日付を印刷するかどうかの指定
（日付印刷）、写真を補正して印刷するかどうかの指定（画像補正）、印刷に必要なシー
トの枚数表示（用紙枚数）等がある。これら各項目は、カーソルキー２００１を用いて選
択、或いは指定される。２００２はモードキーで、このキーを押下する毎に、印刷の種類
（インデックス印刷、全コマ印刷、１コマ印刷、指定コマ印刷等）を切り替えることがで
き、これに応じてＬＥＤ２００３の対応するＬＥＤが点灯される。２００４はメンテナン
スキーで、プリントヘッドのクリーニング等、プリンタのメンテナンスを行わせるための
キーである。２００５は印刷開始キーで、印刷の開始を指示する時、或いはメンテナンス
の設定を確立する際に押下される。２００６は印刷中止キーで、印刷を中止させる時や、
メンテナンスの中止を指示する際に押下される。
【００２０】
　＜プリンタ電気仕様概要＞
　次に図３を参照して、本実施例に係るＰＤプリンタ１０００の制御に係る主要部の構成
を説明する。尚、この図３において、前述の図面と共通する部分は同じ記号を付与して、
それらの説明を省略する。
【００２１】
　図３において、３０００は制御部（制御基板）を示している。３００１はＡＳＩＣ（専
用カスタムＬＳＩ）を示している。３００２はＤＳＰ（デジタル信号処理プロセッサ）で
、内部にＣＰＵを有し、後述する各種制御処理及び、輝度信号（ＲＧＢ）から濃度信号（
ＣＭＹＫ）への変換、スケーリング、ガンマ変換、誤差拡散等の画像処理等を担当してい
る。３００３はメモリで、ＤＳＰ３００２のＣＰＵの制御プログラムを記憶するプログラ
ムメモリ３００３ａ、及び実行時のプログラムを記憶するＲＡＭエリア、画像データなど
を記憶するワークメモリとして機能するメモリエリアを有している。３００４はプリンタ
エンジンで、ここでは、複数色のカラーインクを用いてカラー画像を印刷するインクジェ
ットプリンタのプリンタエンジンが搭載されている。３００５はデジタルカメラ（ＤＳＣ
）３０１２を接続するためのポートとしてのＵＳＢコネクタである。３００６はビューワ
１０１１を接続するためのコネクタである。３００８はＵＳＢハブ (USBHUB)で、このＰＤ
プリンタ１０００がＰＣ３０１０からの画像データに基づいて印刷を行う際には、ＰＣ３
０１０からのデータをそのままスルーし、ＵＳＢ３０２１を介してプリンタエンジン３０
０４に出力する。これにより、接続されているＰＣ３０１０は、プリンタエンジン３００
４と直接、データや信号のやり取りを行って印刷を実行することができる（一般的なＰＣ
プリンタとして機能する）。３００９は電源コネクタで、電源３０１９により、商用ＡＣ
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から変換された直流電圧を入力している。ＰＣ３０１０は一般的なパーソナルコンピュー
タ、３０１１は前述したメモリカード（ＰＣカード）、３０１２はデジタルカメラ（ＤＳ
Ｃ： DigitalStillCamera)である。
【００２２】
　尚、この制御部３０００とプリンタエンジン３００４との間の信号のやり取りは、前述
したＵＳＢ３０２１又はＩＥＥＥ１２８４バス３０２２を介して行われる。
【００２３】
　図４は、ＡＳＩＣ３００１の構成を示すブロック図で、この図４においても、前述の図
面と共通する部分は同じ記号を付与して、それらの説明を省略する。
【００２４】
　４００１はＰＣカードインターフェース部で、装着されたＰＣカード３０１１に記憶さ
れている画像データを読取ったり、或いはＰＣカード３０１１へのデータの書き込み等を
行う。４００２はＩＥＥＥ１２８４インターフェース部で、プリンタエンジン３００４と
の間のデータのやり取りを行う。このＩＥＥＥ１２８４インターフェース部４００２は、
デジタルカメラ３０１２或いはＰＣカード３０１１に記憶されている画像データを印刷す
る場合に使用されるバスである。４００３はＵＳＢインターフェース部で、ＰＣ３０１０
との間でのデータのやり取りを行う。４００４はＵＳＢホストインターフェース部で、デ
ジタルカメラ３０１２との間でのデータのやり取りを行う。４００５は操作パネル・イン
ターフェース部で、操作パネル１０１０からの各種操作信号を入力したり、表示部１００
６への表示データの出力などを行う。４００６はビューワ・インターフェース部で、ビュ
ーワ１０１１への画像データの表示を制御している。４００７は各種スイッチやＬＥＤ４
００９等との間のインターフェースを制御するインターフェース部である。４００８はＣ
ＰＵインターフェース部で、ＤＳＰ３００２との間でのデータのやり取りの制御を行って
いる。４０１０はこれら各部を接続する内部バス（ＡＳＩＣバス）である。
【００２５】
　以上の構成に基づく動作概要を以下に説明する。
【００２６】
　＜通常のＰＣプリンタモード＞
　これはＰＣ３０１０から送られてくる印刷データに基づいて画像を印刷する印刷モード
である。
【００２７】
　このモードでは、ＰＣ３０１０からのデータがＵＳＢコネクタ１０１３（図３）を介し
て入力されると、ＵＳＢハブ３００８、ＵＳＢ３０２１を介して直接プリンタエンジン３
００４に送られ、ＰＣ３０１０からのデータに基づいて印刷が行われる。
【００２８】
　＜ＰＣカードからの直接プリントモード＞
　ＰＣカード３０１１がカードスロット１００９に装着或いは脱着されると割り込みが発
生し、これによりＤＳＰ３００２はＰＣカード３０１１が装着されたか或いは脱着（取り
外された）されたかを検知できる。ＰＣカード３０１１が装着されると、そのＰＣカード
３０１１に記憶されている圧縮された（例えばＪＰＥＧ圧縮）画像データを読込んでメモ
リ３００３に記憶する。次に操作パネル１０１を使用して、その格納した画像データの印
刷が指示されると、圧縮された画像データを解凍してメモリ３００３に格納し、ＲＧＢ信
号からＹＭＣＫ信号への変換、ガンマ補正、誤差拡散等を実行してプリンタエンジン３０
０４で印刷可能な記録データに変換し、ＩＥＥＥ１２８４インターフェース部４００２を
介してプリンタエンジン３００４に出力することにより印刷を行う。
＜カメラ／プリンタの接続概要説明＞
　図５は、本実施例に係るＰＤプリンタ１０００とＤＳＣ３０１２との接続を説明する図
で、前述の図面と共通している部分は同じ記号で示し、その説明を省略している。
【００２９】
　図において、ケーブル５０００は、ＰＤプリンタ１０００のコネクタ１０１２と接続さ
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れるコネクタ５００１と、デジタルカメラ３０１２の接続用コネクタ５００３と接続する
ためのコネクタ５００２とを備えており、また、デジタルカメラ３０１２は、内部のメモ
リに保存している画像データを、接続用コネクタ５００３を介して出力可能に構成されて
いる。なお、デジタルカメラ３０１２の構成としては、内部に記憶手段としてのメモリを
備えるものや、取外し可能なメモリを装着するためのスロットを備えたものなど、種々の
構成を採用することができる。この図５に示すようにして、ケーブル５０００を介してＰ
Ｄプリンタ１０００とデジタルカメラ３０１２とを接続することにより、デジタルカメラ
３０１２からの画像データを直接ＰＤプリンタ１０００で印刷することができる。
【００３０】
　ここで図５に示すようにしてＰＤプリンタ１０００にデジタルカメラ３０１２が接続さ
れた場合は、操作パネル１０１０の表示部１００６にはカメラマークのみが表示され、操
作パネル１０１０における表示及び操作が無効になり、又ビューワ１０１１への表示も無
効になる。従って、これ以降はデジタルカメラ３０１２でのキー操作及びデジタルカメラ
３０１２の表示部（不図示）への画像表示のみが有効になるので、ユーザはそのデジタル
カメラ３０１２を使用して印刷指定を行うことができる。
【００３１】
　本実施例では、複数のメーカのデジタルカメラを接続してプリントすることができるＰ
Ｄプリンタを提供することを目的とし、本実施例に係るＰＤプリンタ１０００とデジタル
カメラとを接続してプリントを行なう場合の通信規約について詳しく説明する。
【００３２】
　本実施例においては、ＰＤプリンタとデジタルカメラとの間の通信制御を汎用ファイル
、汎用フォーマットを用いて行い、インターフェースに依存しないＮＣＤＰ（ New Camera
 Direct Print）を提案する。
【００３３】
　図６は、このＮＣＤＰの構成の一例を示す図である。
【００３４】
　図において、６００はＵＳＢによるインターフェース、６０１はブルーツース（ Blueto
oth）によるインターフェースを示している。６０２はＮＣＤＰによるシステムを構築す
る際に組込まれるアプリケーションレイヤを示している。６０３は既存のプロトコル及び
インターフェースを実行するためのレイヤで、ここではＰＴＰ（ Picture Transfer Proto
col），ＳＣＳＩ及びブルーツースのＢＩＰ（ Basic Image Profile），ＵＳＢインターフ
ェース等が実装されている。本実施例に係るＮＣＤＰは、このようなプロトコルレイヤ等
のアーキテクチャが実装されていて、その上にアプリケーションとして実装されることが
前提である。ここではＰＤプリンタ１０００は、ＵＳＢホスト、カメラ３０１２はＵＳＢ
スレーブとして規定されており、図６に示すように、それぞれ同じＮＣＤＰ構成となって
いる。
【００３５】
　図７は、本実施例に係るＮＣＤＰによる、ＰＤプリンタ１０００とデジタルカメラ（Ｄ
ＳＣ）３０１２との間での通信手順の流れを説明する図である。
【００３６】
　ここでは、図５に示すようにＵＳＢケーブル５０００によりＰＤプリンタ１０００とＤ
ＳＣ３０１２とが接続されたことが検知されると、これら機器間での通信が可能になる。
これにより、これら機器に実装されているアプリケーションが実行されてＮＣＤＰによる
手順７０１への移行が開始される。７０２はＮＣＤＰの初期状態を示し、ここでは互いの
機種がＮＣＤＰを実行可能かどうかを判断し、可能であればＮＣＤＰによる手順７０１に
移行している。もしここで、ＤＳＣ３０１２がＮＣＤＰを実装していない場合には、ＮＣ
ＤＰによる通信制御は実行されない。こうしてＮＣＤＰに移行した後、７０３で示すよう
に、ＤＳＣ３０１２から「基本手順」による画像データの転送／印刷が指示されると、Ｄ
ＳＣ３０１２から画像ファイルをＰＤプリンタ１０００に転送して印刷する簡易印刷モー
ドに移行する。また７０４で示すように、ＤＳＣ３０１２から「推奨手順」による画像デ
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ータの転送／印刷が指示されると、ＤＳＣ３０１２とＰＤプリンタ１０００との間で各種
ネゴシエーションを行ってその印刷条件等を決定した後、画像ファイルをＤＳＣ３０１２
からＰＤプリンタ１０００に転送して印刷する、より多彩な印刷モードに移行する。また
７０５は「拡張手順」を示し、この「拡張手順」の指示がＤＳＣ３０１２によりなされる
と、例えばＤＰＯＦ，ＸＨＴＭＬ -print，ＳＶＧ等の高度レイアウト機能、及び各社ベン
ダーユニークな仕様での印刷を行うモードが設定される。尚、この「拡張手順」による詳
細仕様に関しては、ＤＳＣのメーカ各社個別の拡張仕様書で規定されるので、ここでは特
に説明しない。尚、これら「基本手順」及び「推奨手順」による画像印刷に関しては、図
９乃至図１１を参照して後述する。
【００３７】
　図８は、本実施例に係るＮＣＤＰにおいてプリントを行うために規定したコマンドを説
明する図である。
【００３８】
　図８において、「対応モード」はＤＳＣ３０１２から指示される、前述した「基本手順
」、「推奨手順」及び「拡張手順」に対応している。「推奨手順」では全てのコマンドが
使用できるのに対し、「基本手順」は簡易印刷モードであるため、ＮＣＤＰへの移行及び
その終了、「基本手順」、「推奨手順」及び「拡張手順」の各モードへの移行コマンド及
びカメラ３０１２からの画像データの取得及びカメラ３０１２よりの印刷命令のみが使用
可能である。尚、「拡張手順」では、ＮＣＤＰへの移行及びその終了、「基本手順」、「
推奨手順」及び「拡張手順」の各モードへの移行コマンドだけが用いられるように記載さ
れているが、前述のように、各社の仕様に応じて他のコマンドが用いられても良いことは
いうまでもない。
【００３９】
　以下、前述した「基本手順」及び「推奨手順」による画像印刷について説明する。
【００４０】
　図９は、「基本手順」による画像印刷を行う場合のＮＣＤＰの通信手順を説明する図で
ある。この「基本手順」は、ＤＳＣからＰＤプリンタ１０００に対して１枚の画像ファイ
ルを転送して印刷するだけの簡易印刷モードであり、対応している画像フォーマットとし
ては、例えばＶＧＡサイズ（６４０×４８０画素）のＲＧＢ画像、ＶＧＡサイズ（６４０
×４８０画素）のＪＰＥＧ画像とし、画像ファイルサイズとしては約１Ｍバイト以下とし
ている。ＤＳＣ３０１２はＰＤプリンタ１０００がサポートしている画像フォーマットで
送信する。この場合はエラーハンドリグは実行しない。
【００４１】
　まず９００で、ＰＤプリンタ１０００からＤＳＣ３０１２に対してＮＣＤＰへの移行を
指示するコマンド（ NCDPStart）を送信する。ここでＤＳＣ３０１２がＮＣＤＰを実装し
ていればＯＫが返送される（９０１）。尚、このＮＣＤＰの確認手順を行う場合の一例と
してＰＴＰを用いた場合の具体例に関しては、図１４を参照して詳しく後述する。
【００４２】
　こうして互いにＮＣＤＰが実装されていることが確認されると、ＰＤプリンタ１０００
からモードに移行するように命令（ ProcedureStart）がＤＳＣ３０１２に送信される（９
０２）。これに対して９０３で、ＤＳＣ３０１２から簡易印刷モードである「基本手順」
が送られてくると、これ以降は「基本手順」による印刷モードに移行する。この場合は、
ＤＳＣ３０１２における操作により印刷したい画像が選択されて印刷が指示されると、印
刷の開始を指示するコマンド（ JobStart）がＤＳＣ３０１２からＰＤプリンタ１０００に
送られる（９０４）。これによりＰＤプリンタ１０００は簡易印刷モードとなり、ＤＳＣ
３０１２に対してコマンド（ GetImage）を送信してＪＰＥＧ画像を要求する（９０５）。
これによりＤＳＣ３０１２からＪＰＥＧ画像がＰＤプリンタ１０００に送信され（９０６
）、ＰＤプリンタ１０００における印刷処理が開始される。こうして、指示された画像の
印刷が終了すると印刷ジョブの終了を示すコマンド（ SendStatus）がＰＤプリンタ１００
０からＤＳＣ３０１２に送信される（９０７）。これに対してＤＳＣ３０１２から肯定応
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答（ＯＫ）が返送されると（９０８）、この「基本手順」による印刷処理が完了する。尚
、この「基本手順」でやり取りするかどうかに関しても、ＤＳＣとＰＤプリンタの双方の
Capabilityで決定される。
【００４３】
　図１０は、「推奨手順」による画像印刷を行う場合のＮＣＤＰの通信手順を説明する図
で、前述の図９と共通する手順には同じ番号を付して、その説明を省略する。この「推奨
手順」では、ＰＤプリンタ１０００とＤＳＣ３０１２との間でのネゴシエーションを前提
とした「より多彩な印刷」モードが設定でき、複数枚の写真印刷やレイアウト印刷が可能
になる。また、エラーハンドリングも実行可能となる。
【００４４】
　図１０において、図９の場合と同様にして、互いにＮＣＤＰが実装されていることを確
認した後、この場合では、ＤＳＣ３０１２から「推奨手順」が指示される（９１０）。こ
の後はこの「推奨手順」による手順が実行される。まず９１１で示すように、ＤＳＣ３０
１２からＰＤプリンタ１０００に対して Capabilityが要求されると、ＰＤプリンタ１００
０は、自機の備えている機能及び用紙設定等を含む機能を Capability情報として全てＤＳ
Ｃ３０１２に伝える。この Capability情報は、スクリプト形式（テキスト）でＤＳＣ３０
１２に送信される。
【００４５】
　この Capability情報の一例を図１２に示す。
【００４６】
　図１２に示すように、この Capability情報は、印刷可能な用紙の種類及びサイズ、印刷
品位、画像データのフォーマット、日付印刷の有無、ファイル名印刷の有無、レイアウト
、画像補正の有無、更にはオプションとして、各カメラメーカの仕様に対応した機能の有
無等の情報を含んでいる。
【００４７】
　このように Capability情報をスクリプト表記とすることにより、他の通信プロトコルの
アーキテクチャへの移植を簡単にし、このような機能情報のやり取りを、より標準化し易
くしている。尚、このスクリプト表記はＸＭＬ準拠であっても良い。
【００４８】
　このような Capability情報を受信したＤＳＣ３０１２のユーザは、そのＰＤプリンタ１
０００が備えている機能の内のいずれを使用して印刷を行うかを判定し、印刷したい画像
を選択すると共に、その画像の印刷条件をそのＰＤプリンタ１０００の有している機能の
中から選択して決定する。こうして印刷したい画像及び印刷条件などが決定されて印刷開
始が指示されるとプリント命令（ JobStart）がＰＤプリンタ１０００に送られる。これに
よりＰＤプリンタ１０００から、その画像データを要求するコマンド（ GetImage xn）が
発行され（９１２）、それに応答してＤＳＣ３０１２から、対応する画像データが、ＰＤ
プリンタ１０００が受信可能な画像フォーマット（Ｔｉｆｆ，ＪＰＥＧ，ＲＧＢなど）で
送信される（９１３）。ここで１枚の画像印刷に対して複数の画像データを送信できるよ
うになっているのは、例えば２×２等のレイアウト印刷が指定されている場合は、１枚の
用紙に対して４枚分の画像データを送信する必要があるためである。こうして、指示され
た画像の印刷が終了すると印刷ジョブの終了を示すステータス情報（ SendStatus）がＰＤ
プリンタ１０００からＤＳＣ３０１２に送信される（９０７）。ここでは正常終了を示す
「 endednormaly」が送信されている。これに対してＤＳＣ３０１２から肯定応答（ＯＫ）
が返送されると（９０８）、再び、この「推奨手順」による、次に画像の選択・印刷処理
に移行する。
【００４９】
　図１１は、前述の「推奨手順」による画像印刷を行う場合のＮＣＤＰの通信手順におい
て、ＰＤプリンタ１０００でエラーが発生した場合の通信手順を説明する図で、前述の図
１０と共通する手順には同じ番号を付して、その説明を省略する。
【００５０】
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　この例では、「推奨手順」での印刷処理の実行中に、ＰＤプリンタ１０００において給
紙エラーが発生した場合の例を示している。この場合には９１４で、ＰＤプリンタ１００
０からＤＳＣ３０１２に対して給紙エラーを示すステータス情報（ SendStatus("Warning"
)）が送信される。これに対してＤＳＣ３０１２のユーザによる判断に基づいて、その印
刷処理を継続するか（ JobContinue）、中止するか（ JobAbort）を示すコマンドがＰＤプ
リンタ１０００に送信される（９１５）。これによりＰＤプリンタ１０００では、中止の
場合はその印刷処理を中止してプリントジョブの終了通知（ JobEnd）を送信して印刷を中
止する。或いは継続が指示された場合には、その給紙エラーの修復を待って、印刷処理を
継続するように動作する。
【００５１】
　次に、前述した処理手順を図１３のフローチャートを参照して説明する。
【００５２】
　図１３は、図７に示す処理手順を説明するフローチャートである。
【００５３】
　まずステップＳ１で、デジタルカメラ（ＤＳＣ）３０１２とＰＤプリンタ１０００との
間の通信を確立し（７００）、ステップＳ２で、これら機器がＮＣＤＰを実装済みかどう
かを判定し、実装済みであればＮＣＤＰに移行する。次にステップＳ３に進み、ＤＳＣ３
０１２からの手順指示を受信して、その指示された手順に移行する。ここで「基本手順」
が指示された時はステップＳ４からステップＳ５に進み、「基本手順」による印刷処理を
実行する。また「推奨手順」が指示された時はステップＳ６からステップＳ７に進み、前
述した「推奨手順」による印刷処理を実行する。更に「拡張手順」が指示された時はステ
ップＳ８からステップＳ９に進み、各ベンダーに応じた「拡張手順」による印刷処理を実
行する。それ以外の場合はステップＳ１０に進み、このＰＤプリンタ１０００とＤＳＣ３
０１２とによる独自のモードでの印刷を実行する。
【００５４】
　次に上述したＮＣＤＰにおける各種コマンド（図８）を、汎用のＰＴＰを用いて実現し
た（ＰＴＰによるラッパー）例を説明する。尚、本実施例では、ＰＴＰを用いたＮＣＤＰ
の場合で説明するが本発明はこれに限定されるものではなく、例えば、他のインターフェ
ース、他のクラス（ Class）上でダイレクトプリントサービスＡＰＩを実装しても良い。
【００５５】
　［ NCDPStart］
　図１４は、ＮＣＤＰ手順の開始を指示する命令（ NCDPStart）をＰＴＰアーキテクチャ
を用いて実現した例を説明する図である。
【００５６】
　ＰＤプリンタ１０００とＤＳＣ３０１２とが物理的に接続された後、まず１４００で、
ＰＤプリンタ１０００からＤＳＣ３０１２に対して GetDeviceInfoが送信され、ＤＳＣ３
０１２に対して、その保持しているオブジェクトに関する情報が要求される。これに対し
てＤＳＣ３０１２は、 DeviceInfo Datasetにより、ＤＳＣ３０１２に保持しているオブジ
ェクトに関する情報をＰＤプリンタ１０００に送信する。次に１４０２で、 OpenSession
により、ＤＳＣ３０１２をリソースとして割り当て、必要に応じてデータオブジェクトに
ハンドルをアサインしたり、特別な初期化を行うための手順の開始要求が発行されてＤＳ
Ｃ３０１２から肯定応答（ＯＫ）が返送されるとＰＴＰでの通信が開始される。次に１４
０３で、ＤＳＣ３０１２に対してスクリプト形式の全てのハンドルを要求する（ Storage 
ID: FFFFFF, Object Type: Script）と、これに対して１４０４で、ＤＳＣ３０１２に保
持されている全てのハンドルリストが返送される。次に１４０５，１４０６において、Ｐ
Ｄプリンタ１０００からｉ番目のオブジェクトハンドルの情報を取得する。ここで、この
オブジェクトに、ＤＳＣ３０１２の識別を示すキーワード（例えば「山」）が含まれてい
ると、次に１４０７において、ＰＤプリンタ１０００からオブジェクト情報の送信を指示
して（ SendObjectInfo）、それに対して肯定応答（ＯＫ）を受信すると、 SendObjectによ
り、オブジェクト情報をＰＤプリンタ１０００からＤＳＣ３０１２に対して送信する。こ
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こで、このオブジェクトには、前述のキーワードに対する応答キーワード（合言葉）とし
て例えば「川」が含まれている。
【００５７】
　このようにして、ＰＤプリンタ１０００とＤＳＣ３０１２の双方が互いに接続相手を認
識できることになり、これ以降はＮＣＤＰによる手順（図７の７０１）に移行することが
できる。このようにファイルの受渡しができるトランスポートレイヤーであればキーワー
ドの受渡しを確実に行うことができる。即ち、本実施例のＮＣＤＰにユニークなコマンド
等を追加することなく、キーワードを交換することができる。尚、ここでキーワードとし
ては、上述の例に限定されるものでなく、同じキーワードであっても良い。またこのキー
ワードによるネゴシエーションを行う時間を短縮するために、スクリプト形式のハンドル
の最初にこのキーワードを入れておくことにより、互いの機器を確認するのに要する時間
を短縮できる。
【００５８】
　［ ProcedureStart］
　図１５は、ＤＳＣ３０１２からの、モードへの移行手順を指示する命令を受信して、そ
のモードに移行するための命令（ ProcedureStart）をＰＴＰアーキテクチャを用いて実現
した例を説明する図である。
【００５９】
　ここではまず１５０１で、ＰＤプリンタ１０００がサポートしている手続「基本手順」
、「推奨手順」、「拡張手順」をＤＳＣ３０１２に通知するために SendObjectInfoにより
、ＤＳＣ３０１２に対して送信したいオブジェクト情報があることを伝える。これに対し
て肯定応答（ＯＫ）がＤＳＣ３０１２から送られてくると、１５０２で SendObjectにより
オブジェクトを送信する旨をＤＳＣ３０１２に伝え、次の１５０３の ObjectDataで、この
ＰＤプリンタ１０００がサポートしている手続に関する情報を送信する。次に１５０４で
、ＤＳＣ３０１２からＰＤプリンタ１０００に対して、 GetObject動作を起動したい（プ
ッシュモードに移行）旨を伝える。これにより１５０５で、ＰＤプリンタ１０００からオ
ブジェクト情報に関する情報を受信する旨が伝えられると（ GetObjectInfo）、１５０６
で、 ObjectInfo Datasetにより、その情報が返送され、次に１５０７で、そのオブジェク
ト情報を指定してオブジェクト情報そのものが要求されると、 Object Datasetにより、Ｄ
ＳＣ３０１２が使用する手続（「基本」、「推奨」、「拡張」等）をＰＤプリンタ１００
０に知らせる（１５０８）。
【００６０】
　これにより、ＤＳＣ３０１２からＰＤプリンタ１０００に対して、画像の印刷モードを
指定することができる。
【００６１】
　［ NCDPEnd］
　図１６は、本実施例に係るＮＣＤＰにおける通信制御手順を終了する命令（ NCDPEnd）
をＰＴＰアーキテクチャを用いて実現した例を説明する図である。
【００６２】
　この手順では、１６００において、ＰＤプリンタ１０００からＤＳＣ３０１２に対して
送信したいオブジェクト情報があることを伝え、 ObjectDataにより、ＤＳＣ３０１２に対
してＮＣＤＰのモードから抜けることを通知する。これに対して肯定応答（ＯＫ）を受信
すると、１６０１で CloseSessionを送信して、この通信を終了させる。これによりＮＣＤ
Ｐによる通信手順を終了する。
【００６３】
　［ getCapability］
　図１７は、本実施例に係るＮＣＤＰにおける、ＰＤプリンタ１０００の機能をＤＳＣ３
０１２に通知する Capability命令における通信手順をＰＴＰアーキテクチャを用いて実現
した例を説明する図である。
【００６４】
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　この手順では、１７０１において、ＤＳＣ３０１２からＰＤプリンタ１０００に対して
（ RequestObjectTransfer）により、ＤＳＣ３０１２からプリンタ１０００に対して送信
したいオブジェクトがある旨を通知する。これに対して１７０２で、プリンタ１０００よ
り、そのオブジェクトの情報が要求されると、１７０３で、その転送したいオブジェクト
のデータセットをプリンタ１０００に通知する。そして１７０４で、プリンタ１０００か
らＤＳＣ３０１２に対してオブジェクトの取得コマンド（ GetObject）が発行されると、
それに応答してオブジェクトがＤＳＣ３０１２からプリンタ１０００に対して送信され、
このオブジェクトの送信により、ＤＳＣ３０１２がプリンタ１０００の Capabilityを要求
しているとみなす（１７０５）。
【００６５】
　これによりプリンタ１０００は、自分の有している、その要求されたオブジェクトに関
する情報をＤＳＣ３０１２に送信する。そして１７０７で、プリンタ１０００が有してい
る機能を示す Capabilityを SendObject， ObjcetDataにより、スクリプト（ Script）形式で
ＰＤプリンタ１０００からＤＳＣ３０１２に対して送信する。以上により、ＰＤプリンタ
１０００とＤＳＣ３０１２とが有している機能情報の交換が成立する。
【００６６】
　［ GetImage］
　図１８は、本実施例に係るＮＣＤＰにおけ +る、ＰＤプリンタ１０００がＤＳＣ３０１
２に保持されている画像データ（ＪＰＥＧ画像）を取得する（ GetImage）通信手順をＰＴ
Ｐアーキテクチャを用いて実現した例を説明する図である。
【００６７】
　まず１８００で、ＤＳＣ３０１２が保持しているオブジェクトに関する情報を要求する
と、１８０１で、そのオブジェクトに関する情報（ Object Dataset）がＤＳＣ３０１２か
らＰＤプリンタ１０００に送られる。次に、１８０２で、そのオブジェクトを指定して取
得要求（ GetObject）を発行すると、１８０３で、その要求された画像ファイル（ Object 
Dataset）がＤＳＣ３０１２からＰＤプリンタ１０００に対して送信される。この様にし
てＰＤプリンタ１０００は、ＤＳＣ３０１２から所望の画像ファイルを取得することがで
きる。
【００６８】
　［ sendStatus］
　図１９は、本実施例に係るＮＣＤＰにおける、ＰＤプリンタ１０００からＤＳＣ３０１
２に対してエラー状態などを通知する（ Status）通信手順をＰＴＰアーキテクチャを用い
て実現した例を説明する図である。
【００６９】
　まず１９００で、ＰＤプリンタ１０００からＤＳＣ３０１２に対して送信したいオブジ
ェクト情報がある旨を SendObjectInfoにより通知する。そして１９０１で、そのオブジェ
クト情報に関する情報セット（ Object Dataset）をＤＳＣ３０１２に送信し、ＤＳＣ３０
１２からの肯定応答（ＯＫ）に対して、ＰＤプリンタ１０００におけるエラー等のステー
タス情報を SendObjectおよび Object Datasetにより送信する。
【００７０】
　［ PageEnd］
　図２０は、本実施例に係るＮＣＤＰにおける、ＰＤプリンタ１０００からＤＳＣ３０１
２に対して、１ページのプリント処理が終了したことを通知する（ PageEnd）通信手順を
ＰＴＰアーキテクチャを用いて実現した例を説明する図である。
【００７１】
　図２１は、本実施例に係るＮＣＤＰにおける、ＰＤプリンタ１０００からＤＳＣ３０１
２に対して、プリントジョブが終了したことを通知する（ JoeEnd）通信手順をＰＴＰアー
キテクチャを用いて実現した例を説明する図である。
【００７２】
　図２０，図２１においては、図１９の１９００乃至１９０１の手順実行後、図２０の１
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９１０で、ＰＤプリンタ１０００からＤＳＣ３０１２に対して１ページ印刷処理が終了し
たことが通知され、図２１の１９１１では、ＰＤプリンタ１０００からＤＳＣ３０１２に
対して印刷ジョブが終了したことが通知される。
【００７３】
　［ JobStart］
　図２２は、本実施例に係るＮＣＤＰにおける、ＤＳＣ３０１２からＰＤプリンタ１００
０に対して、プリントジョブの開始を通知する（ JobStart）通信手順をＰＴＰアーキテク
チャを用いて実現した例を説明する図である。
【００７４】
　まず２２００において、ＤＳＣ３０１２からＰＤプリンタ１０００に対して RequestObj
ectTransferを送り、ＰＤプリンタ１０００が GetObjectコマンドを発行するように促す。
これにより２２０１で、ＰＤプリンタ１０００から GetObjectInfoが発行されると、ＤＳ
Ｃ３０１２は送信したいオブジェクト情報に関する情報を送信し、これに対してＰＤプリ
ンタ１０００からオブジェクト情報が要求されると（ GetObject：２２０３）、２２０４
で、 Object Datasetを送信して、ＤＳＣ３０１２からＰＤプリンタ１０００に対して印刷
命令を発行する。
【００７５】
　［ JobAbort］
　図２３は、本実施例に係るＮＣＤＰにおける、ＤＳＣ３０１２からＰＤプリンタ１００
０に対してプリント中止命令を発行する（ JobAbort）通信手順をＰＴＰアーキテクチャを
用いて実現した例を説明する図である。
【００７６】
　［ JobContinue］
　図２４は、本実施例に係るＮＣＤＰにおける、ＤＳＣ３０１２からＰＤプリンタ１００
０に対してプリント再開命令を発行する（ JobContinue）通信手順をＰＴＰアーキテクチ
ャを用いて実現した例を説明する図である。
【００７７】
　図２３及び図２４において、図２２の２２００乃至２２０３の手順を実行した後、図２
３の２３０１で、ＤＳＣ３０１２からＰＤプリンタ１０００に対して印刷中止命令が発行
され、図２４の２４０１では、ＤＳＣ３０１２からＰＤプリンタ１０００に対して印刷再
開命令が通知される。
【００７８】
　［ Capability］
　次に本実施例に係る特徴部分であるＰＤプリンタ１０００とＤＳＣ３０１２との間での
通信手順と、ＰＤプリンタ１０００とＤＳＣ３０１２における処理について説明する。
【００７９】
　本実施例では、ＰＤプリンタ１０００に接続されるＤＳＣ３０１２は、各メーカで製造
された不特定のデジタルカメラが接続されることを前提としているため、例えばＰＤプリ
ンタ１０００からＤＳＣに対して、そのＰＤプリンタ１０００が有している全ての情報を
CapabilityとしてＤＳＣに送信しても、そのＤＳＣは、その Capabilityの内容を全て或い
はある一部を理解できない可能性がある。その様な場合には、ＰＤプリンタ１０００が意
図していない印刷条件が記述されたプリントジョブファイルがＤＳＣから送られてくるこ
とになり、このような場合に、そのプリントジョブファイルで指示された通りの印刷条件
で印刷を行うことができない場合、プリンタは前記プリントジョブを処理できない旨ＤＳ
Ｃに通知することとする。
【００８０】
　図２５は、図１１に示す「推奨手順」における Capabilityのやり取りの手順を説明する
図である。
【００８１】
　図において、２５０１で、前述したようにＰＤプリンタ１０００からＤＳＣ３０１２に
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対して Capabilityがスクリプト表記で送信される。ＤＳＣ３０１２はこの Capabilityを解
釈し、理解できない事項があればそれを無視する。次に２５０２で、ＤＳＣ３０１２のユ
ーザは、このＤＳＣ３０１２のＵＩを使用して印刷したい画像ファイルや印刷条件（用紙
種類、用紙サイズ、画像品位等）を指定する。これによりプリントジョブを指定するプリ
ントジョブ形式のファイルを作成する。そして２５０３で、そのプリントジョブを指定す
るプリントジョブファイルをＤＳＣ３０１２からＰＤプリンタ１０００に送信する。これ
を受信したＰＤプリンタ１０００は、そのプリントジョブファイルに記述されている内容
を解析し、次に２５０４で受信した画像ファイルを、そのプリントジョブファイルで指定
された印刷条件で印刷する。こうして印刷が終了すると２５０５で、プリントジョブが終
了したことをＤＳＣ３０１２に通知する。
【００８２】
　尚、ここで、ＰＤプリンタ１０００にセットされている用紙サイズが「Ｌ判」であるの
に対して、ＤＳＣ３０１２から受信したプリントジョブファイルの Capabilityの用紙サイ
ズに「Ａ４判」が指定されていた場合、ＰＤプリンタ１０００は、そのプリントジョブを
処理できない旨ＤＳＣに通知する。
【００８３】
　図２６は、上述の「推奨手順」での処理手順におけるＤＳＣ３０１２での処理を説明す
るフローチャートである。
【００８４】
　まずステップＳ２１で、ＰＤプリンタ１０００から Capabilityを受信するとステップＳ
２２に進み、その Capabilityを解析する。ここで、理解できない事項があればそれを無視
する。次にステップＳ２３に進み、印刷指示画面（ＵＩ）をカメラ３０１２の表示部に表
示し、ステップＳ２４で、そのＵＩ画面を使用して、ユーザによる印刷指示が入力される
。こうして印刷指示が入力されるとステップＳ２５に進み、ＵＩを使用して設定された印
刷対象画像ファイル及び各種印刷条件などを記述したプリントジョブファイルを作成し、
ステップＳ２６で、そのプリントジョブファイルをＰＤプリンタ１０００に送信する。続
いてステップＳ２７で、そのプリントジョブファイルに記述されている画像ファイルをＰ
Ｄプリンタ１０００に送信する。
＜デジタルカメラの概要説明＞
　図２７は、本実施例に係るＤＳＣ（デジタルカメラ）３０１２の構成を示すブロック図
である。
【００８５】
　同図において、３１００はＤＳＣ３０１２全体の制御を司るＣＰＵであり、３１０１は
ＣＰＵ３１００による処理手順を記憶しているＲＯＭである。３１０２はＣＰＵ３１００
のワークエリアとして使用されるＲＡＭであり、３１０３は各種操作を行うスイッチ群で
、シャッター、モード切替スイッチ、選択スイッチやカーソルキー等が含まれている。２
７００は液晶表示部であり、現時点で撮影している映像や、撮像されてメモリカードに記
憶されている画像を表示したり、各種設定を行う際のメニューを表示するために使用され
る。３１０５は光学ユニットであり、主としてレンズ及びその駆動系で構成される。３１
０６はＣＣＤ素子であり、３１０７はＣＰＵ３１００の制御下において光学ユニット３１
０５を駆動制御するドライバである。３１０８は記憶媒体３１０９（コンパクトフラッシ
ュ (登録商標 )メモリカード、スマートメディア等）を接続するためのコネクタであり、３
１１０はＰＣ或いは実施例におけるＰＤプリンタ１０００と接続するためのＵＳＢインタ
ーフェース（ＵＳＢのスレーブ側）である。
【００８６】
　［第１実施例］
　次に本発明の第１実施例について説明する。この第１実施例では、 capabilityが変更さ
れたことを伝える capabilityChanged機能をサポートしていないＤＳＣ３０１２と、それ
をサポートしているＰＤプリンタ１０００との間での処理について説明する。
【００８７】
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　まず、 capabilityが変更されたことを伝える capabilityChangedタグは、ＤＳＣ３０１
２とプリンタ１０００の両方において Optional（オプション）であり、この機能をサポー
トするか否かは各ベンダの任意の設計事項とする。この第１実施例において、ＰＤプリン
タ１０００は、ＤＳＣ３０１２が capabilityChangedをサポートしているか否かを示す情
報を取得するコマンドを持たないこととする。また、この capabilityChangedタグを受信
した場合、そのタグを解釈せず無視してＯＫを返信することが可能である。
【００８８】
　 capabilityChangedタグは、内部に「 True」と「 False」の２つの状態を持ち、「 True」
の状態はプリンタ１０００がサポートしている capabilityが変更されたことを示し、「 Fa
lse」の状態は、 capabilityが変更されない状態であることを示している。
【００８９】
　具体的には、例えばＰＤプリンタ１０００の用紙トレイ１００４にＬ版の用紙を載置す
るトレイが装備されていると、このときの capabilityの用紙サイズは＜ PaperSize=L＞と
なる。このＬ版のトレイが、葉書用のトレイに交換されたとき、 capabilityの用紙サイズ
は＜ PaperSize=Hagaki＞に変更される。この状態において CapabilityChangedは、 capabil
ityが変更されたことを示す「 True」となる。
【００９０】
　一方、用紙トレイ１００４が交換されない、つまり capbilityの用紙サイズがＮＣＤＰ
開始から現在に至るまで＜ PaperSize=L＞の場合には、 capabilityChangedは「 False」の
ままである。
【００９１】
　このような前提条件の下で、ＰＤプリンタ１０００は、ＤＳＣ３０１２に「 sendStatus
(capabilityChanged=True)」を送信して capabilityが変更されたことをＤＳＣ３０１２に
通知した場合、ＤＳＣ３０１２は、この capabilityChangedタグをサポートしていないた
め、 capabilityが変わったことを理解できない。このため、ＰＤプリンタ１０００では、
それに対するＯＫをＤＳＣ３０１２から受信しても、それが正しくＤＳＣ３０１２で理解
できたかどうかまでは判定できないことになる。従って、ＰＤプリンタ１０００は、 capa
bilityが変更された状態であり、ＤＳＣ３０１２がそれを理解できていない状態で設定さ
れた「 jobStart」コマンドをプリンタ１０００送信して印刷を指示するといった問題が発
生する。
【００９２】
　一方、 capabilityChangedタグをサポートしていないＤＳＣ３０１２に対しては、ＰＤ
プリンタ１０００の用紙トレイが交換された場合でも、その旨を通達する手段がないので
、プリンタ１０００がサポートしていない capabilityに基づいてを設定された「 jobStart
」コマンドが、ＤＳＣ３０１２からＰＤプリンタ１０００に送信されてしまうという問題
が発生する。
【００９３】
　図２８は、本発明の第１実施例に係るＰＤプリンタ１０００における処理を説明するフ
ローチャートで、この処理を実行するプログラムはプログラムメモリ３００３ａに記憶さ
れており、ＣＰＵ３００２の制御の下に実行される。
【００９４】
　まずステップＳ３１で、ＰＤプリンタ１０００は、ＤＳＣ３０１２に対して「 sendStat
us(capaiblityChanged=True)」を送信して、プリンタ１０００の Capabilityが変更したこ
とを通知する。次にステップＳ３２に進み、プリンタ１０００はＤＳＣ３０１２から「 jo
bStart」により印刷ジョブを受信するとステップＳ３３に進み、ＰＤプリンタ１０００は
、ステップＳ３１で「 sendStatus(capabilityChanged=True)」を送信してからステップＳ
３２で「 jobStart」を受信するまでの間に、ＤＳＣ３０１２から、その変更した新たな ca
pabilityを要求する「 getCapablity」を受信したか否かを判断する。ここで「 getCapabil
ity」を受信している場合は、ＤＳＣ３０１２は、ＰＤプリンタ１０００がステップＳ３
１で送信した capabilityChangedタグを理解していることを示しているので、ステップＳ
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３２で受信した「 jobStart」の capabilityは、その変更を通知した capabilityに矛盾した
ものではないと推定できる。従って、この場合は、ステップＳ３５に進み、そのまま通常
の印刷処理に移行する。
【００９５】
　一方、ステップＳ３３で、「 getCapability」を受信していないと判定されるとステッ
プＳ３４に進み、この場合は、ＤＳＣ３０１２が capabilityChangedタグをサポートして
いないと推測されるため、ステップＳ３２で受信した「 jobStart」の capabilityの設定は
、現時点のＰＤプリンタ１０００がサポートしていない capabilityを含んでいる可能性が
ある。このため、ＰＤプリンタ１０００は一旦、ＵＳＢ切断を行い、その後、再度ＵＳＢ
接続を行う。これによって、改めてＮＣＤＰ接続を開始することになり、ＰＤプリンタ１
０００は、ＤＳＣ３０１２から「 getCapability」を受信して、 capabilityを通知するこ
とができる。
【００９６】
　以上説明したように、ＤＳＣ３０１２が特定のタグをサポートしているかどうか不明な
場合においても、その特定のタグの内容に応じてＤＳＣ３０１２が取るべき動作と比較し
、その比較結果に基づいて、ＤＳＣ３０１２がその特定のタグの機能をサポートしている
かどうかを判定することができる。
【００９７】
　その結果、プリンタ１０００の capabilityが変更した場合に、プリンタ１０００はＤＳ
Ｃ３０１２に、その変更した capabilityを取得させることができ、そして、現時点でプリ
ンタがサポートしている capabilityに基づいてが印刷ジョブが設定された「 jobStart」コ
マンドを、ＤＳＣ３０１２から受信することができる。
【００９８】
　尚、ＤＳＣ３０１２が新たな capabilityを受信した後、既に作成した印刷ジョブを新た
な capabilityに適合するように修正し、その修正した後の印刷ジョブをＰＤプリンタ１０
００に送信するようにすると更に好適である。この印刷ジョブの修正は自動的に行うよう
にしてもよいが、変更後の capabilityに不適合な印刷ジョブの内容を、ＵＩを使用してユ
ーザに提示して変更させるようにしてもよい。例えば、印刷ジョブの内容を文字列等でＵ
Ｉ表示し、新たな capabilityに不適合な箇所を色を変える等してユーザに修正を促すよう
にすることなどが考えられる。
【００９９】
　尚、この第１実施例のステップＳ３３における、 capabiityChangedタグをサポートして
いるか否かを判別する手段は、ステップＳ３２で受信した「 jobStart」に設定された capa
bilityを、 capability変更後のＰＤプリンタ１０００がサポートしているか否かにより判
断することもできる。更に、ステップＳ３２で受信した「 jobStart」に設定された capabi
lityに基づく判定と、ステップＳ３３の処理との両方を用いても実現可能である。
【０１００】
　更にこの第１実施例のステップＳ３４において、ＰＤプリンタ１０００がＤＳＣ３０１
２に capabilityを取得させる手段は、 NCDPEndを実行してＮＣＤＰモードを終了させ、次
に再度、ＮＣＤＰへの移行を指示する NCDPStartを実行することでも実現できる。また或
は、ＰＴＰの closeSessionを実行し、次に openSessionを実行することでも実現可能であ
る。
【０１０１】
　図２９は、本発明の第１実施例に係るＤＳＣ３０１２における処理を示すフローチャー
トで、この処理を実行するプログラムはＤＳＣ３０１２のＲＯＭ３１０１に記憶されてい
る。
【０１０２】
　まずステップＳ４１で、ＤＳＣ３０１２は「 getCapability」をＰＤプリンタ１０００
に送信して、ＰＤプリンタ１０００に対して capabilityを要求する。次にステップＳ４２
に進み、ＤＳＣ３０１２は「 jobStart」により印刷ジョブをＰＤプリンタ１０００に送信
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する。次にステップＳ４３に進み、ステップＳ４２で送信した「 jobStart」に対してＰＤ
プリンタ１０００からの応答が「プリンタで処理できない」旨を含んでいるか否かを判断
する。処理できない旨を受信した場合は、ＰＤプリンタ１０００が capabilityChangedタ
グをサポートしていないと推定でき、プリンタ１０００がサポートしている Capabilityが
変わったと推定できる。
【０１０３】
　即ち、ステップＳ４１でＰＤプリンタ１０００の capabilityが取得された後、ステップ
Ｓ４２で、ＤＳＣ３０１２がＰＤプリンタ１０００に対して印刷ジョブを発行する前に、
ＰＤプリンタ１０００の capabilityが変更された場合を想定している。この場合、もしＰ
Ｄプリンタ１０００が capabilityChangedタグをサポートしていれば、ステップＳ４２の
前に、ＰＤプリンタ１０００から capabilityChangedタグが送信されてくるはずである。
この capabilityChangedタグが送信されてこなくて、ステップＳ４１で取得したＰＤプリ
ンタ１０００の capabilityに従った印刷ジョブをＰＤプリンタ１０００に発行した場合に
、その印刷ジョブにその時点でのＰＤプリンタ１０００の capabilityと一致しない項目が
含まれているということは、ＰＤプリンタ１０００は capabilityChangedタグをサポート
していないと判定する。
【０１０４】
　一方、ステップＳ４３で、「プリンタで処理できない」旨以外の応答を受信した場合は
、ＤＳＣ３０１２はＰＤプリンタ１０００がサポートしている capabilityが変更していな
いと推定できるため、ステップＳ４５に進んで、通常の処理を実行する。
【０１０５】
　ステップＳ４３で、ＤＳＣ３０１２は「 getCapability」を実行することにより、ＰＤ
プリンタ１０００がサポートしている capabilityを取得することができ、プリンタ１００
０がサポートしている capabilityを設定した「 jobStart」を送信することができる。そし
てステップ S3104へ進み処理を終了する。
【０１０６】
　以上説明したように第１実施例によれば、プリンタ１０００が特定のタグをサポートし
ているかどうかが不明な場合に、その特定のタグの内容が特定の状態において、推定した
あるべきプリンタ１０００の動作とを比較し、その結果が一致するか否かにより、プリン
タ１０００がそのタグをサポートしているかどうかを判定することができる。その結果、
互いに混乱が起きない様に適切な対応を行うことができる。
【０１０７】
　［第２実施例］
　前述の第１実施例では、 capabilityChangedタグの場合の処理について説明したが、こ
の第２実施例では、 disconnectEnableタグに関する処理について説明する。この disconne
ctEnableタグは、ＤＳＣ３０１２及びＰＤプリンタ１０００の両方においてオプションで
あり、サポートするか否かは各ベンダの任意の設計事項とする。この第２実施例では、前
述の第１実施例とは逆に、ＤＳＣ３０１２はＰＤプリンタ１０００が disconnectEnableを
サポートしているか否かを取得するコマンドを持たないこととする。つまりＤＳＣ３０１
２からＰＤプリンタ１０００への「 getCapability」に対する返答スクリプトに、 disconn
ectEnableに関する情報が含まれていないことになる。この disconnectEnableのデフォル
ト値は「 False」であり、仮に disconnectEnableタグが「 sendStatus」コマンドで省略さ
れていた場合には「 False」とみなされるものとする。この disconnectEnableタグは「 Tru
e」と「 False」の２つの状態を持ち、「 True」の状態は、ＵＳＢケーブルによるＤＳＣ３
０１２とＰＤプリンタ１０００との間の接続を切断しても問題が発生しない状態を示し、
「 False」は切断すると問題が発生する状態を示す。
【０１０８】
　具体的には、ＤＳＣ３０１２が「 jobStart」コマンドを発行した後、ＰＤプリンタ１０
００が「 getImage」を発行して、印刷が指定された画像ファイルを取得する。ここで全て
の画像ファイルの取得を完了する前にＵＳＢ接続が切断されてしまうと、その「 jobStart
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」で要求されている印刷を完了することができなくなる。つまり、この状態において disc
onnectEnableは「 False」であるべきである。一方、プリンタ１０００が印刷完了前に、
全ての画像ファイルの取得を完了した場合には、現在印刷中ではあるが、ＵＳＢ接続が切
断されても「 jobStart」で要求されている印刷を完了することができる。つまり、この状
態では disconnectEnableは「 True」であり得る。
【０１０９】
　上記の前提条件の下では、ＤＳＣ３０１２はＰＤプリンタ１０００から送信される「 se
ndStatus」の中身を解析し、その結果、 dinsconnectEnableが「 False」を示していたとし
ても、それが本当にＰＤプリンタ１０００が disconenctEnableタグをサポートしていて、
現在ＵＳＢ接続を切断した場合に問題が起こるために「 False」となっているのか、それ
ともＰＤプリンタ１０００が disconenctEnableタグをサポートしていないために「 False
」となっているのかの判別が付かない。よってＤＳＣ３０１２は、このような状態におい
て、表示部２７００に表示するＵＩ表示により、ユーザに対して「ＵＳＢケーブルを抜か
ないで下さい」等のメッセージを表示して良いのかどうかの判別が付かない。
【０１１０】
　図３０は、この第２実施例におけるＤＳＣ３０１２における処理を示すフローチャート
で、この処理を実行するプログラムはＲＯＭ」３１０１に記憶されている。
【０１１１】
　まずステップＳ５１で、ＤＳＣ３０１２は、自分が「 jobStart」を発行していない状態
で「 getStatus」を発行し、最新のＰＤプリンタ１０００の statusを取得する。次にステ
ップＳ５２に進み、その取得したステータスに記載されている dinsconnectEnableの内容
を確認する。ＤＳＣ３０１２が「 jobStart」を発行する前であれば、ＰＤプリンタ１００
０としてはＵＳＢ接続が切断されたとしても問題は発生しない筈なので、仮にＰＤプリン
タ１０００が disconnectEnableタグをサポートしていれば、その内容は「 True」となって
いるはずと推定できる。またもしその内容が「 True」では無く「 False」になっていたと
すれば、ＰＤプリンタ１０００は、 disconnectEnableタグをサポートしていないという推
定が成り立つ。よってステップＳ５３で、取得した disconnectEnableタグの内容を、推定
される内容と比較し、推定した内容と一致した場合にはステップＳ５４に進み、ＤＳＣ３
０１２は、表示部２７００に表示するメッセージを disconnectEnableタグの内容に準じて
設定する。
【０１１２】
　一方、ステップＳ５３で不一致の場合にはステップＳ５５に進み、表示部２７００に表
示するメッセージの表示を、 disconnectEnableタグの内容に準じて設定せずに、例えば、
printServiceStatusタグの内容がアイドルになっている場合にＵＳＢ接続が切断でき、逆
に、印刷中や停止状態になっている場合にはＵＳＢ接続が切断できないというように、 pr
intServiceStatusに準じてユーザに提示する。
【０１１３】
　以上説明したように第２実施例によれば、「 getCapability」等で実際にＰＤプリンタ
１０００が特定のタグをサポートしているかどうか不明な場合においても、そのタグの内
容が推定可能な状態で、実際に取得したタグの内容と、推定したあるべきタグ内容とを比
較し、その結果が一致するか否かで、ＰＤプリンタ１０００がそのタグをサポートしてい
るかどうかを判定することができる。これにより、ユーザが混乱を起こさない様な適切な
ＵＩ表示を行うことができる。
【０１１４】
　［第３実施例］
　この第３実施例では、 jobEndReasonをサポートしているＤＳＣ３０１２とサポートして
いないプリンタ１０００の間での処理について説明する。この jobEndReasonタグは、印刷
ジョブが終了した理由を報告するもので、ＤＳＣ３０１２及びＰＤプリンタ１０００の両
方においてオプションであり、このタグ機能をサポートするか否かは各ベンダの任意の設
計事項とする。この第３実施例においては、前述の第２実施例と同様に、ＤＳＣ３０１２
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が、ＰＤプリンタ１０００が jobEndReasonをサポートしているか否かを取得するコマンド
を持たないものとする。つまり「 getCapability」に対する返答スクリプト中に jobEndRea
sonに関する情報は含まれない。この jobEndReasonの default値は「 notEnded」であり、仮
に jobEndReasonタグが「 sendStatus」コマンド中で省略されていた場合には「 notEnded」
と見なされるものとする。
【０１１５】
　この jobEndReasonタグは、「 notEnded」（ジョブ未終了），「 endedNormally」（正常
終了），「 endedByJobAbort」（停止命令による停止）及び「 endedByprinterReason」（
プリンタに起因する終了）の４つの状態をとり得る。「 notEnded」状態は、まだ印刷ジョ
ブが完了していないことを示し、「 endedNormally」は印刷ジョブが正常に終了したこと
を示す。また「 endedByJobAbort」は、ＤＳＣ３０１２からの「 jobAbort」コマンドによ
って印刷ジョブが中断されたことを示し、「 endedByprinterReason」は、ＰＤプリンタ１
０００のオペレーション（例えば、ＰＤプリンタ１０００に設置されている印刷キャンセ
ルボタンをユーザが押下した等）によって印刷ジョブが中断された事を示す。
【０１１６】
　具体的には、「 jobStart」コマンドがＤＳＣ３０１２から発行された後、ＰＤプリンタ
１０００は「 jobStart」で指定された印刷ジョブを実行するが、例えば印刷ジョブの完了
とほぼ同時にＤＳＣ３０１２が印刷停止（ jobAbort）を発行した場合を想定する。この場
合、ＤＳＣ３０１２としては、印刷ジョブの完了理由が「 jobAbort」であるか、正常終了
なのかを区別できれば、それに応じたＵＩ表示を表示部２７００に表示することができる
。また「 jobAbort」を発行していない状態で印刷ジョブが終了し、 printServiceStatusが
印刷中からアイドル状態へ遷移した場合、それが正常終了なのか、プリンタ１０００の理
由による中断なのかを区別できる場合には、それに応じた適正なＵＩ表示を行うことがで
きる。
【０１１７】
　一方、印刷ジョブの終了理由を取得できない場合には、ＤＳＣ３０１２は印刷ジョブが
終了し、 printServiceStatusが印刷中からアイドル状態に遷移した場合、ＤＳＣ３０１２
はＵＩ表示に「印刷が完了しました」等のメッセージを表示して良いのかどうかの判別が
付かない。このような問題を解決するのがこの第３実施例である。
【０１１８】
　図３１は、本発明の第３実施例に係るＤＳＣ３０１２における処理を示すフローチャー
トで、この処理を実行するプログラムはＲＯＭ３１０１に記憶されている。
【０１１９】
　まずステップＳ６１で、ＤＳＣ３０１２が「 jobStart」を発行する。次にステップＳ６
２に進み、ＰＤプリンタ１０００から送られる「 sendStatus」を受信するために待機状態
に移行する。次にステップＳ６３に進み、ＰＤプリンタ１０００から「 sendStatus」を受
信して printServiceStatusの内容を取得する。次にステップＳ６４に進み、印刷ジョブを
開始したＰＤプリンタ１０００の状態が印刷中（ printing）へ遷移したかどうかを確認す
る。もし印刷中へ遷移していない場合にはステップＳ６２に戻って前述の処理を実行する
。
【０１２０】
　こうしてステップＳ６４で、ＰＤプリンタ１０００の状態が印刷中（ printing）へ移行
するとステップＳ６５に進み、ＰＤプリンタ１０００から送られる「 sendStatus」を受信
するために待機状態となる。そしてステップＳ６６に進み、ＰＤプリンタ１０００からス
テータスを受信し、その受信した「 sendStatus」の printServiceStatusの内容を確認する
。そしてステップＳ６７に進み、印刷ジョブを完了したＰＤプリンタ１０００の状態がア
イドル（待機状態）へ遷移したかどうかをみる。もし待機状態へ遷移していない場合には
ステップＳ６５に戻る。
【０１２１】
　そしてステップＳ６７で、ＰＤプリンタ１０００の状態がアイドル（待機状態）へ遷移
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するとステップＳ６８に進み、 printServiceStatusが待機状態の時の jobEndReasonタグの
内容を取得する。ここでＤＳＣ３０１２が「 jobStart」を発行した後に、 printServiceSt
atusの内容が待機状態へ遷移したのであれば、ＰＤプリンタ１０００としてはいかなる理
由であれ、印刷ジョブは終了しているものと推定する。従って、仮にＰＤプリンタ１００
０が jobEndReasonタグをサポートしていれば、その内容は「 notEnded」以外となっている
はずと推定できる。
【０１２２】
　またもしその内容が「 notEnded」になってればＰＤプリンタ１０００が jobEndReasonタ
グをサポートしていないという推定が成り立つ。よってステップＳ６９では、 jobEndReas
onの内容を、ここでは有り得ないと推定される内容「 notEnded」と比較し、有り得ると推
定される内容であればステップＳ７０に進み、ＤＳＣ３０１２は表示部２７００に、ユー
ザに対してのメッセージの表示を、 jobEndReasonタグの内容に準じて設定する。
【０１２３】
　一方、ステップＳ６９で、有り得ない「 notEnded」の場合はステップＳ７１に進む。こ
の場合ＤＳＣ３０１２は、ＵＩ表示のメッセージを、 jobEndReasonタグの内容に準じて設
定せずに、他のメッセージを表示する。例えば、 printServiceStatusタグの内容が待機状
態（ idle）に遷移した場合、特に理由を説明せずに「印刷が終了しました」等と表示し、
例えば中断された印刷ジョブの再開等のメニューは表示しないというように、 printServi
ceStatusの内容に準じて行うことが好ましい。
【０１２４】
　以上の説明したようにこの第３実施例によれば、「 getCapability」等で、実際にＰＤ
プリンタ１０００が特定のタグをサポートしているかどうか不明な場合においても、その
タグの内容が推定可能な特定の状態において実際に取得したタグの内容と、推定したある
べきタグ内容とを比較し、その結果が一致するか否かでＰＤプリンタ１０００がそのタグ
機能をサポートしているかどうかを判定することができる。これにより、ユーザに混乱を
起こさない、適切なＵＩ表示を行うことができる。
【０１２５】
　［他の実施の形態］
　本実施例では、画像供給装置としての DSC3012がプリンタの機能情報を要求することか
ら始まって、お互いの機能情報を交換したが、画像記録装置としてのプリンタ 1000が画像
供給装置としてのＤＳＣ３０１２の機能情報を要求することから始めて、機能情報をお互
いに取得することによっても達成できる。
【０１２６】
　本発明の目的は前述したように、実施例の機能を実現するソフトウェアのプログラムコ
ードを記録した記憶媒体をシステム或は装置に提供し、そのシステム或は装置のコンピュ
ータ（又はＣＰＵやＭＰＵ）が記憶媒体に格納されたプログラムコードを読み出し実行す
ることによっても達成される。この場合、記憶媒体から読み出されたプログラムコード自
体が前述した実施形態の機能を実現することになり、そのプログラムコードを記憶した記
憶媒体は本発明を構成することになる。このようなプログラムコードを供給するための記
憶媒体としては、例えば、フロッピィ（登録商標）ディスク、ハードディスク、光ディス
ク、光磁気ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ，ＣＤ－Ｒ、磁気テープ、不揮発性のメモリカード、
ＲＯＭなどを用いることができる。
【０１２７】
　また、コンピュータが読み出したプログラムコードを実行することにより、前述した実
施の形態の機能が実現されるだけでなく、そのプログラムコードの指示に基づき、コンピ
ュータ上で稼動しているＯＳ（オペレーティングシステム）などが実際の処理の一部又は
全部を行い、その処理によって前述した実施例の機能が実現される場合も含まれる。
【０１２８】
　更に、記憶媒体から読み出されたプログラムコードが、コンピュータに挿入された機能
拡張ボードやコンピュータに接続された機能拡張ユニットに備わるメモリに書きこまれた
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後、そのプログラムコードの指示に基づき、その機能拡張ボードや機能拡張ユニットに備
わるＣＰＵなどが実際の処理の一部又は全部を行い、その処理によって前述した実施例の
機能が実現される場合も含む。
【図面の簡単な説明】
【０１２９】
【図１】本発明の実施例に係るＰＤプリンタの概観斜視図である。
【図２】本実施例に係るＰＤプリンタの操作パネルの概観図である。
【図３】本実施例に係るＰＤプリンタの制御に係る主要部の構成を示すブロック図である
。
【図４】本実施例に係るＰＤプリンタのＡＳＩＣの構成を示すブロック図である。
【図５】本実施例に係るＰＤプリンタとデジタルカメラとの接続を説明する図である。
【図６】本実施例に係るＮＣＤＰを実装したＰＤプリンタとデジタルカメラのソフトウェ
ア構成を説明する概念図である。
【図７】本実施例に係るＮＣＤＰ通信手順の概要を説明する図である。
【図８】本実施例に係るＮＣＤＰにおけるコマンドを説明する図である。
【図９】本実施例に係るＮＣＤＰにおける「基本手順」による印刷手順を説明する図であ
る。
【図１０】本実施例に係るＮＣＤＰにおける「推奨手順」による印刷手順を説明する図で
ある。
【図１１】本実施例に係るＮＣＤＰにおける「推奨手順」におけるエラー発生時の印刷手
順を説明する図である。
【図１２】本実施例に係るＮＣＤＰで送信される Capabilityの一例を説明する図である。
【図１３】本実施例に係るＮＣＤＰ通信手順の概要を説明するフローチャートである。
【図１４】ＮＣＤＰ手順の開始を指示する命令（ NCDPStart）をＰＴＰアーキテクチャを
用いて実現した例を説明する図である。
【図１５】ＮＣＤＰ手順において、カメラから各手順への移行命令を受取る（ ProcedureS
tart）手順をＰＴＰアーキテクチャを用いて実現した例を説明する図である。
【図１６】ＮＣＤＰ手順の終了を指示する命令（ NCDPEnd）をＰＴＰアーキテクチャを用
いて実現した例を説明する図である。
【図１７】ＮＣＤＰ手順においてＰＤプリンタからカメラに対して Capabilityを送信する
命令（ Capability）をＰＴＰアーキテクチャを用いて実現した例を説明する図である。
【図１８】ＮＣＤＰ手順において、ＰＤプリンタからカメラに保持されている画像ファイ
ルを取得する命令（ GetImge）の手順をＰＴＰアーキテクチャを用いて実現した例を説明
する図である。
【図１９】ＮＣＤＰ手順において、ＰＤプリンタからカメラに対してエラーステータスを
送信する命令（ StatusSend）の手順をＰＴＰアーキテクチャを用いて実現した例を説明す
る図である。
【図２０】ＮＣＤＰ手順において、ＰＤプリンタからカメラに対して１ページの印刷終了
を送信する命令（ PageEnd）の手順をＰＴＰアーキテクチャを用いて実現した例を説明す
る図である。
【図２１】ＮＣＤＰ手順において、ＰＤプリンタからカメラに対して印刷ジョブの終了命
令（ JobEnd）を発行する手順をＰＴＰアーキテクチャを用いて実現した例を説明する図で
ある。
【図２２】ＮＣＤＰ手順において、カメラからＰＤプリンタに対して印刷命令の発行（ Jo
bStart）する手順をＰＴＰアーキテクチャを用いて実現した例を説明する図である。
【図２３】ＮＣＤＰ手順において、カメラからＰＤプリンタに対して印刷の中止命令（ Jo
bAbort）を発行する手順をＰＴＰアーキテクチャを用いて実現した例を説明する図である
。
【図２４】ＮＣＤＰ手順において、カメラからＰＤプリンタに対して印刷再開命令（ JobC
ontinue）を発行する手順をＰＴＰアーキテクチャを用いて実現した例を説明する図であ
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る。
【図２５】本実施例に係るＤＳＣとＰＤプリンタとの間での「推奨手順」によるデータの
やり取りを説明する図である。
【図２６】本実施例に係るＤＳＣにおける「推奨手順」での印刷指示を説明するフローチ
ャートである。
【図２７】本実施例に係るＤＳＣの構成を示すブロック図である。
【図２８】本発明の第１実施例に係るＰＤプリンタにおける処理を説明するフローチャー
トである。
【図２９】本発明の第１実施例に係るＤＳＣにおける処理を説明するフローチャートであ
る。
【図３０】本発明の第２実施例に係るＤＳＣにおける処理を説明するフローチャートであ
る。
【図３１】本発明の第３実施例に係るＤＳＣにおける処理を説明するフローチャートであ
る。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】

【 図 １ ９ 】

【 図 ２ ０ 】

【 図 ２ １ 】

【 図 ２ ２ 】
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【 図 ２ ３ 】 【 図 ２ ４ 】

【 図 ２ ５ 】

【 図 ２ ６ 】 【 図 ２ ７ 】
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【 図 ２ ８ 】

【 図 ２ ９ 】

【 図 ３ ０ 】

【 図 ３ １ 】
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